
む
つ
市
議
会
だ
よ
り

ドローン空中散歩④ 　ちぢり浜（ちぢり浜ジオサイト）

第５号

平成30年4月25日発行

平 成 30 年 度 予 算
議 案 審 議
審議結果および賛否一覧
常 任 委 員 会 活 動 報 告
一 般 質 問
お 知 ら せ

……… P  2
……… P  4
……… P  5
……… P  6
……… P  8
……… P12



( 2 )

むつ市議会だより

( 2 )

むつ市議会だより

予

算

審

査

平
成
30
年
度
の
各
会
計
予
算
の
審
査
状
況
等
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

平成 30 年度一般会計予算
382 億 1,600 万円を可決 !

（前年比 53 億 5,600 万円増）
　第 235 回定例会が、2月 21 日から 3月 16 日までの 24 日間の日程で開催され、40 議案（内１件は議員提

出議案）5報告が上程され、全ての議案が可決・同意・承認・報告されました。

　また、今定例会では平成 30 年度むつ市一般会計予算のほか、各特別会計の予算や水道事業会計予算を審

査する予算審査特別委員会（議長を除く25名の議員で構成）が設置され、多岐にわたる質疑が行なわれました。

U ターン就職等推進事業
　人手不足が顕在化している市内企業の人
材確保等を目的として、首都圏等の大学生
のほか転職希望者のＵＩＪターン就職の促
進、及び外国人技能実習法の制度活用を促
進するため、受け入れ先となる市内企業に
おける体制強化を支援するためのセミナー
を開催します。

100 万円

まさかり高校講習会
　難関大学や医学部への進学を希望する高
校生の夢や志を支援するため、夏休みの期
間等を活用して、予備校の講師を招いた講

習会等を実施し、学力
向上及び人材育成を図
ります。

601 万 2 千円

下北ジオパーク台湾メディアプロモーション事業
　台湾メディアを招聘し、下北ジオパーク
の魅力を台湾の一般消費者に広く発信する
ことで、下北ジオパークに対する認知度向
上、誘客促進を図ります。

200 万円

地域循環型社会ジオサイクル推進事業
　生ごみの減量化推進のため、市内事業者
の協力を得て生ごみ処理機を設置し、生ご
み堆肥化事業の課題や事業採算性などを検
証するモデル事業を実施します。

196 万 4 千円

キャリア教育推進事業
　小中学生を対象として、各分野の第一線
で活躍する専門家による講演会等を実施
し、「本物」との出会いを提供することで、
夢を育む教育を推進します。

200 万円

AIR in MutsuKawauchi
（滞在型地域連携アートプロジェクトカワウチ）

　川内地区に一定期間滞在して絵画制作を
行なう方を募集し、長期滞在での創作活動
を支援します。創作活動や絵画の展示を地

域内外に発信しつつ、
地域住民との交流を通
じて観光資源の創出と
文化芸術活動の活発化
を図ります。

250 万 1 千円

むつ市魅力発信事業 to the World
　むつ市の知名度アップへ向けて、国外へ
広く効果的に情報発信可能な japan times を
活用し、誘客促進を図るとともに、ＤＭＯ
法人への登録に向けて検討を開始する、一
般社団法人しもきたＴＡＢＩあしすとの検
討部会と連携し、ジオパークを活用した稼
げる観光地づくりを目指します。

176 万 7 千円

むつ市夜景観光推進事業
　域内での宿泊につながる「ナイトツーリ
ズム」の確立を図るため、釜臥山展望台を
活用したソフト面の充実と積極的な情報発
信、民間主体による夜景観光推進活動を支
援し、誘客促進を図ります。

89 万 5 千円
むつ市のうまい！ステップアップ事業

　販路開拓・拡大、市産品の高付加価値化
など、「稼げる地域」の実現に向けてステッ
プアップをするため、国内外の商談会や見
本市等への出展・参加、新商品の開発及び

既存商品のブラッシュアッ
プ等を行なう市内事業者へ
の支援のほか、地産地消・
地産外商を推進するフォー
ラムを開催します。

598 万 1 千円

会津若松市姉妹都市交流事業
　平成 30 年度は戊辰戦争から 150 年とい
う大きな節目となるため、昭和 59 年の姉
妹都市盟約締結以来交流を続けている会津
若松市が当市を訪問する通常事業と併せ、
記念式典や小中学生による交流等の記念事
業を開催します。

401 万 1 千円

ハイリスク妊産婦アクセス支援事業
　ハイリスク妊産婦が治療や分娩、ＮＩＣ
Ｕ（新生児特定集中治療室）またはＧＣＵ

（新生児治療回復室）に入院する子どもの面
会をするために周産期母子医療センターに

通院若しくは入院、又
は近隣宿泊施設に待機
宿泊するために負担し
た交通費及び宿泊費に
ついて助成します。

100 万円

脇野沢温泉運営事業
　営業を再開する脇野
沢温泉に集落支援員を
配置し、コミュニティ
スペースを活用した各
種事業を地域運営組織
である「わきのさわ温
泉湯好会」と共に企画、
実施します。

460 万 3 千円

自主防災訓練備蓄品提供事業
　地域防災力の向上を図
るため、自主防災組織に
よる自主的な防災訓練実
施の際に必要な消耗品、
備蓄品等を提供します。

5 万円

特定不妊治療助成事業
　特定不妊治療を行なっ
ている夫婦の経済的な負
担軽減を図るため「青森県
特定不妊治療助成事業」を
活用し、保険外診療であ
る特定不妊治療（体外受
精・顕微授精）に要する経
費の一部を助成します。

250 万円

新規高卒者市内定着支援事業
　就業機会不足等の理由により転出者数が転
入者数を上回っている現状を踏まえ、高校卒
業後の地元定着を支援し、若者の市外流出を

防ぐため、高校生やその保
護者を対象とした企業見学
や市内就職支援フォーラム
を開催します。

 275 万 5 千円

主 な 新 規 事 業
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予

算

審
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平
成
30
年
度
の
各
会
計
予
算
の
審
査
状
況
等
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

主
な
る
質
疑

★
総
務
費（
一
般
管
理
費
）

Ｑ　

下
北
地
域
広
域
行
政
事
務
組
合
負
担
金

が
増
え
た
理
由
は
何
か
。

Ａ　

防
災
の
設
備
改
修
工
事
に
３
８
０
０
万

円
、
外
壁
修
復
等
の
設
計
業
務
委
託
に
約

８
０
０
万
円
。

★
総
務
費（
戸
籍
住
民
基
本
台
帳
費
）

Ｑ　

窓
口
サ
ー
ビ
ス
向
上
事
業
に
つ
い
て
。

Ａ　

現
在
の
総
合
案
内
と
市
民
課
の
窓
口

サ
ー
ビ
ス
専
門
員
を
一
本
化
し
、
よ
り
良

い
接
遇
対
応
を
す
る
。

★
総
務
費（
財
産
管
理
費
）

Ｑ　

ポ
リ
塩
化
ビ
フ
ェ
ニ
ル
廃
棄
物
対
策
事

業
に
つ
い
て
。

Ａ　

ポ
リ
塩
化
ビ
フ
ェ
ニ
ル
対
策
事
業
に
つ

い
て
は
、
ポ
リ
塩
化
ビ
フ
ェ
ニ
ル
廃
棄
物

の
適
正
な
処
理
の
推
進
に
関
す
る
特
別
措

置
法
に
基
づ
き
、
青
森
県
か
ら
当
廃
棄
物

に
つ
い
て
の
確
実
か
つ
適
正
な
処
理
体
制

の
確
保
と
推
進
に
関
す
る
通
知
に
基
づ
き
、

市
の
施
設
に
お
け
る
ポ
リ
塩
化
ビ
フ
ェ
ニ

ル
廃
棄
物
の
処
分
を
計
画
的
に
行
な
う
た

め
、
保
有
の
有
無
を
専
門
業
者
に
依
頼
し

把
握
す
る
も
の
。

★
民
生
費（
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
費
）

Ｑ　

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
事
業
の
相
談
件

数
と
そ
の
後
の
就
労
率
に
つ
い
て
。

Ａ　

２
月
末
現
在
、
新
規
の
相
談
件
数
は
23
件

で
、
前
年
度
か
ら
の
継
続
件
数
５
件
と
合
わ

せ
、
延
べ
相
談
件
数
は
１
１
４
件
。
情
報
提

供
の
み
で
終
わ
っ
た
ケ
ー
ス
が
16
件
。
就
労

に
至
っ
た
ケ
ー
ス
は
１
件
と
な
っ
て
い
る
。

★
衛
生
費（
環
境
衛
生
費
）

Ｑ　

む
つ
湾
フ
ォ
ー
ラ
ム
事
業
に
つ
い
て
。

Ａ　

陸
奥
湾
の
環
境
を
保
全
す
る
た
め
沿

岸
８
市
町
村
が
一
体
と
な
っ
て
行
な
う

フ
ォ
ー
ラ
ム
で
、
今
年
度
は
む
つ
市
で
基

調
講
演
や
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
等

を
行
な
う
予
定
で
あ
る
。

★
労
働
費（
労
働
諸
費
）

Ｑ　

Ｕ
タ
ー
ン
就
職
等
推
進
事
業
に
つ
い
て
。

Ａ　

市
外
か
ら
の
人
材
の
流
入
を
目
的
と
し
た

事
業
で
、
都
市
部
へ
進
学
し
た
学
生
や
都

市
部
に
勤
務
す
る
Ｕ
タ
ー
ン
就
職
者
の
受

け
入
れ
を
希
望
す
る
企
業
に
対
す
る
支
援

制
度
で
、
受
け
入
れ
る
際
の
環
境
整
備
な

ど
に
つ
い
て
レ
ク
チ
ャ
ー
す
る
セ
ミ
ナ
ー

を
開
催
す
る
。
そ
の
ほ
か
外
国
人
技
能
実

習
生
の
受
け
入
れ
を
希
望
す
る
企
業
に
対

し
て
も
、
相
談
会
や
説
明
会
を
開
催
す
る
。

★
農
林
水
産
業
費（
農
業
振
興
費
）

Ｑ　

農
業
次
世
代
人
材
投
資
事
業
に
つ
い
て
。

Ａ　

就
農
時
に
45
歳
未
満
の
方
に
対
し
て
、
５

年
後
に
農
業
に
携
わ
る
と
い
う
条
件
で
、
一

人
当
た
り
１
５
０
万
円
の
支
援
を
行
な
う

も
の
で
、
夫
婦
で
の
経
営
の
場
合
、
合
計

２
２
５
万
円
を
支
給
す
る
も
の
。
今
年
度

は
10
農
家
が
利
用
し
て
お
り
、
初
め
て
２

農
家
が
５
年
満
期
で
卒
業
し
、
新
年
度
は

新
た
に
４
農
家
が
こ
の
事
業
を
利
用
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

市民一人あたりの予算の使い道
合計　65 万 5,656 円

（平成 30 年 3月 31 日現在の人口 58,285 人）

そ　の　他
労働者支援、下北医療
センター、水道事業会
計負担金

65,794 円

教　育　費
教育の充実、文化、ス

ポーツ振興などの経費

108,351 円

土　木　費
道路、河川、公園、住
宅の管理や整備などの
経費

38,920 円

農林水産業費
農・林・水産業の振興、

生産基盤整備などの経費

11,977 円

民　生　費
高齢者、障害福祉、子
育て、生活保護などの
経費

159,553 円

議　会　費

市議会の活動経費

4,648 円

消　防　費
消防・防災活動、防災

基盤の整備などの経費

33,515 円

商　工　費
商工業、観光振興など

の経費

12,153 円

衛　生　費
保健・環境衛生、ごみ・

し尿処理などの経費

70,345 円

公　債　費

長期借入金の返済

70,533 円

総　務　費
全般的な管理事務、徴
税、戸籍、選挙事務な
どの経費

79,867 円

◎特別会計および企業会計の内訳
会　計　名 予　算　額 前年度比

国民健康保険特別会計 63 億 799 万 0,000 円 20.0%減

後期高齢者医療特別会計 5億 2,916 万 8,000 円 3.5%増

介 護 保 険 特 別 会 計 61 億 9,695 万 2,000 円 2.1%増

下 水 道 特 別 会 計 13 億 9,865 万 5,000 円 4.6%増

公共用地取得事業特別会計 3,441 万 0,000 円 132.6% 増

魚市場事業特別会計 1,234 万 4,000 円 73.0%減

水 道 事 業 会 計 34 億 692 万 1,000 円 1.6%減

★
土
木
費（
住
宅
管
理
費
）

Ｑ　

市
営
住
宅
の
ト
イ
レ
水
洗
化
に
つ
い
て
。

Ａ　

昨
年
度
改
定
し
た
「
む
つ
市
公
営
住
宅
等

長
寿
命
化
計
画
」に
則
り
、
老
朽
化
し
た
団

地
に
関
し
て
は
、
将
来
的
に
建
て
替
え
へ

の
移
行
と
な
る
た
め
、
金
谷
団
地
、
川
守

町
団
地
の
よ
う
な
非
木
造
の
建
物
に
関
し

て
計
画
の
中
で
順
次
更
新
し
て
い
く
。

★
歳
入
に
つ
い
て

Ｑ　

地
方
交
付
税
が
減
と
な
っ
た
理
由
に
つ

い
て
。

Ａ　

合
併
算
定
替
に
伴
い
３
億
６
０
０
０
万

円
の
減
額
と
な
っ
て
お
り
、、
平
成
30
年
度

で
は
７
割
の
減
額
、
平
成
31
年
度
が
９
割

減
と
な
り
、
最
終
的
に
は
平
成
32
年
度
で

合
併
算
定
替
に
よ
る
措
置
は
終
了
と
な
る
。
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議

案

説

明
・

質

疑

主
な
議
案
の
内
容
に
つ
い
て
の
説
明
と
、
そ
の
議
案
に
対
す
る
質
疑
お
よ
び
答
弁
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

( 4 )( 4 )

主
な
議
案
説
明
・
質
疑

【
議
案
第
１
号
】む
つ
市
の
う
ま
い
は
日
本
一

推
進
条
例

　

地
産
地
消
及
び
地
産
外
商
を
推
進
す
る
た

め
の
基
本
理
念
等
を
定
め
、
農
林
水
産
物
の

消
費
及
び
利
用
拡
大
を
推
進
す
る
こ
と
に
よ

り
、
地
域
経
済
の
振
興
を
図
る
た
め
の
も
の

Ｑ　

条
例
制
定
ま
で
に
ど
の
よ
う
な
手
順
を

踏
ん
だ
の
か
。

Ａ　

条
例
制
定
の
手
順
に
つ
い
て
、
一
般
質

問
な
ど
を
通
じ
て
要
望
の
あ
っ
た
事
項
を

と
り
ま
と
め
、
関
係
部
局
担
当
者
に
よ
る

庁
内
横
断
的
な
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
を

設
置
し
、
基
本
理
念
や
各
主
体
の
役
割
、

今
後
の
取
り
組
み
の
方
向
性
を
内
容
と
し

た
条
例
案
を
作
成
し
た
。
さ
ら
に
、
商
談

会
や
特
産
品
販
売
イ
ベ
ン
ト
の
参
加
者
、

地
産
地
消
運
動
協
力
店
の
皆
様
に
ア
ン

ケ
ー
ト
を
行
な
い
、
地
産
地
消
や
販
売
に

つ
い
て
の
課
題
や
要
望
等
を
把
握
し
、
こ

の
条
例
案
に
ま
と
め
た
。

【
議
案
第
４
号
】む
つ
市
部
設
置
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

　

組
織
の
目
的
の
明
確
化
及
び
強
化
を
図
る

た
め
、
保
健
福
祉
部
及
び
民
生
部
の
一
部
を

福
祉
部
、
健
康
づ
く
り
推
進
部
及
び
子
ど
も

み
ら
い
部
に
、
企
画
部
を
企
画
政
策
部
に
、

建
設
部
を
都
市
整
備
部
に
そ
れ
ぞ
れ
再
編
す

る
も
の

Ｑ　

保
健
福
祉
部
に
つ
い
て
、
部
を
分
け
る

こ
と
に
よ
り
、
縦
割
り
行
政
に
な
っ
て
、

本
来
連
携
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
業
務
が

連
携
で
き
な
く
な
る
の
で
は
な
い
か
。

Ａ　

ま
ず
は
、
副
市
長
の
と
こ
ろ
で
し
っ
か
り

と
こ
れ
を
統
制
し
、
さ
ら
に
、
こ
の
3
部
体

制
と
な
っ
て
か
ら
も
、
事
業
実
施
等
で
組
織

横
断
的
な
対
応
が
必
要
な
場
合
は
、
福
祉
部

福
祉
政
策
課
が
中
心
と
な
っ
て
各
部
の
連
絡

調
整
を
図
り
な
が
ら
行
な
う
。

【
議
案
第
13
号
】む
つ
市
後
期
高
齢
者
医
療
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関
す
る
法
律

の
一
部
改
正
に
伴
い
、
被
保
険
者
の
住
所

地
特
例
に
関
す
る
規
定
を
整
備
す
る
た
め

の
も
の

Ｑ　

今
回
の
条
例
改
正
で
高
齢
者
に
ど
う
い

う
影
響
が
あ
る
の
か
。

Ａ　

今
回
の
条
例
改
正
に
よ
る
市
内
在
住
の

被
保
険
者
へ
の
影
響
は
な
い
。

【
議
案
第
19
号
】む
つ
市
過
疎
地
域
自
立
促
進

計
画
の
変
更
に
つ
い
て

　

過
疎
地
域
自
立
促
進
特
別
措
置
法
に
基

づ
く
財
政
上
の
特
別
措
置
を
活
用
す
る
た

め
、
む
つ
市
過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画
の

一
部
を
変
更
す
る
も
の

Ｑ　

追
加
さ
れ
た
ホ
タ
テ
ガ
イ
養
殖
残
渣
ジ

オ
サ
イ
ク
ル
事
業
の
内
容
に
つ
い
て
。

Ａ　

川
内
地
区
の
ホ
タ
テ
残
渣
を
、
脇
野
沢

地
区
で
生
育
し
て
い
る
短
角
牛
の
牛
ふ
ん

と
混
合
し
、
堆
肥
化
す
る
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
を
川
内
の
ワ
イ
ナ
リ
ー
の
畑
で
使
用

す
る
こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
ご
み
と
し
て
処

理
を
し
て
い
た
残
渣
を
リ
サ
イ
ク
ル
す
る

事
業
を
計
画
を
し
て
い
る
。

【
議
案
第
23
号
】平
成
29
年
度
む
つ
市
一
般
会

計
補
正
予
算

補
正
額（
２
億
４
２
万
９
千
円
の
増
額
補
正
）

Ｑ　

繰
越
明
許
す
る
各
事
業
の
理
由
は
何
か
。

Ａ　

水
産
業
費
の
む
つ
地
区
水
産
物
供
給
基

盤
機
能
保
全
事
業
に
つ
い
て
、
本
事
業
は

関
根
漁
港
に
お
け
る
漁
港
施
設
の
長
寿
命

化
を
図
る
事
業
で
あ
り
、
機
能
保
全
計
画

の
策
定
に
当
た
り
、
県
と
の
協
議
に
時
間

を
要
し
た
こ
と
か
ら
年
度
内
で
の
事
業
の

完
了
が
困
難
と
な
っ
た
た
め
繰
り
越
し
す

る
も
の
。

　
　

漁
村
再
生
交
付
金
事
業
と
漁
港
施
設
機

能
強
化
事
業
に
つ
い
て
、
こ
れ
ら
の
事
業

は
関
根
漁
港
の
用
地
造
成
と
越
波
対
策
を

行
な
う
事
業
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
漁
村
再

生
交
付
金
事
業
で
進
め
て
き
た
が
、
県
と

の
協
議
の
結
果
、
別
の
国
庫
補
助
事
業
で

あ
る
漁
港
施
設
機
能
強
化
事
業
と
し
て
実

施
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
漁
港
施
設
機
能

強
化
事
業
基
本
計
画
を
変
更
す
る
必
要
が

あ
り
、
国
か
ら
そ
の
承
認
を
得
る
の
に
時

間
を
要
し
、
年
度
内
で
の
事
業
の
完
了
が

困
難
と
な
っ
た
た
め
繰
り
越
し
す
る
も
の
。

　
　

道
路
橋
り
ょ
う
費
の
橋
梁
長
寿
命
化
修
繕

事
業
に
つ
い
て
、
今
年
度
荒
川
橋
の
完
成

に
向
け
工
事
を
実
施
し
て
い
た
が
、
工
事

の
支
障
と
な
る
電
話
柱
の
移
転
に
不
測
の

日
数
が
生
じ
た
た
め
、
年
度
内
の
完
成
が

見
込
め
な
く
な
り
、
繰
り
越
し
す
る
も
の
。

　
　

都
市
計
画
費
の
横
迎
町
中
央
２
号
線
整

備
事
業
に
つ
い
て
、
工
事
実
施
に
当
た
り
、

工
事
区
域
と
隣
接
す
る
地
権
者
と
の
調
整

及
び
下
水
道
工
事
と
の
調
整
に
期
間
を
要

し
た
こ
と
か
ら
、
契
約
済
み
の
工
事
２
件

及
び
発
注
予
定
で
あ
っ
た
工
事
１
件
の
合

計
３
件
に
つ
い
て
繰
り
越
し
す
る
も
の
。

教 育 長 に 氏 家 氏
　３月 31 日をもって退任し
た遠島進教育長の後任に、氏
家剛氏（58）を任命する議案
が３月２日に追加提案され、
３月８日に全会一致で同意さ
れました。
　なお、任期は４月１日から
３年間となります。

副 市 長 に 川 西 氏
　副市長定数条例の一部を改
正する条例が３月２日に可決
された後、川西伸二氏（56）
を選任する議案が３月６日に
追加提案され、３月８日に全
会一致で同意されました。
　なお、任期は４月１日から
４年間となります。
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議

案

賛

否

一

覧

本
定
例
会
で
審
議
さ
れ
た
議
案
の
議
決
結
果
・
賛
否
の
一
覧
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

議　

案
議　案　の　名　称

議　

決　

結　

果

改革改新
公明・
政友会

自民クラブ
市誠
クラブ

創世むつ 会派に属しない議員

斉　

藤　

孝　

昭

冨　

岡　

幸　

夫

村　

中　

徹　

也

菊　

池　

光　

弘

岡　

崎　

健　

吾

鎌　

田　

ち
よ
子

白　

井　

二　

郎

中　

村　

正　

志

野　

呂　

泰　

喜

濵　

田　

栄　

子

佐
々
木　
　
　

肇

浅　

利　

竹
二
郎

石　

田　

勝　

弘

菊　

池　

広　

志

東　
　
　

健　

而

川　

下　

八
十
美

佐　

賀　

英　

生

大　

瀧　

次　

男

半　

田　

義　

秋

富　

岡　
　
　

修

原　

田　

敏　

匡

山　

本　

留　

義

佐
々
木　

隆　

徳

工　

藤　

祥　

子

横　

垣　

成　

年

目　

時　

睦　

男

１ む つ 市 の う ま い は 日 本 一 推 進 条 例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

２ む つ 市 コ ミ ュ ニ テ ィ セ ン ト ー 脇 野 沢 温 泉 条 例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

３ む つ 市 副 市 長 定 数 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ●

４ む つ 市 部 設 置 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

５ むつ市職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

６ むつ市長等の給与の特例に関する条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

７ むつ市職員の給与に関する条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

８ むつ市特別職職員の給与に関する条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

９ 地方教育行政の組織及び運営に関する法律の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整備等に関する条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

10 むつ市議会議員の議員報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○

11 むつ市承認企業立地計画に従って設置される施設に係る固定資産税の特別措置に関する条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

12 む つ 市 介 護 保 険 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ●

13 むつ市後期高齢者医療に関する条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

14 む つ 市 国 民 健 康 保 険 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

15 むつ市有牛の貸付等に関する条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

16 む つ 市 観 光 遊 覧 船 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

17 む つ 市 地 域 特 産 品 生 産 施 設 条 例 を 廃 止 す る 条 例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

18 指 定 管 理 者 の 指 定 の 変 更 に つ い て 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

19 む つ 市 過 疎 地 域 自 立 促 進 計 画 の 変 更 に つ い て 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

20 人権擁護委員の候補者に推薦する者につき意見を求めることについて 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

21 人権擁護委員の候補者に推薦する者につき意見を求めることについて 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

22 人権擁護委員の候補者に推薦する者につき意見を求めることについて 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

23 平 成 29 年 度 む つ 市 一 般 会 計 補 正 予 算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

24 平 成 29 年 度 む つ 市 介 護 保 険 特 別 会 計 補 正 予 算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

25 平 成 29 年 度 む つ 市 下 水 道 事 業 特 別 会 計 補 正 予 算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

26 平 成 29 年 度 む つ 市 魚 市 場 事 業 特 別 会 計 補 正 予 算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

27 平 成 29 年 度 む つ 市 水 道 事 業 会 計 補 正 予 算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

28 平 成 30 年 度 む つ 市 一 般 会 計 予 算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ●

29 平 成 30 年 度 む つ 市 国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 予 算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

30 平 成 30 年 度 む つ 市 後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計 予 算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

31 平 成 30 年 度 む つ 市 介 護 保 険 特 別 会 計 予 算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ●

32 平 成 30 年 度 む つ 市 下 水 道 事 業 特 別 会 計 予 算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ●

33 平成 30 年度むつ市公共用地取得事業特別会計予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

34 平 成 30 年 度 む つ 市 魚 市 場 事 業 特 別 会 計 予 算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

35 平 成 30 年 度 む つ 市 水 道 事 業 会 計 予 算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

36 平 成 29 年 度 む つ 市 一 般 会 計 補 正 予 算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

37 むつ市教育委員会教育長に任命する者につき同意を求めることについて 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

38 むつ市副市長に任命する者につき同意を求めることについて 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 退 退 ○

39 平 成 29 年 度 む つ 市 一 般 会 計 補 正 予 算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

報
告 報　告　の　名　称 結果 賛　　　否
3 専決処分した事項の報告及び承認を求めることについて（平成２９年度むつ市一般会計補正予算） 承認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

5 専決処分した事項の報告及び承認を求めることについて（平成２９年度むつ市一般会計補正予算） 承認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

1 専決処分した事項の報告について（和解及び損害賠償の額を定めることについて）
報　告　の　み

※市当局から報告を受けるもので賛否を明らかにするものではありません。
2 専決処分した事項の報告について（和解及び損害賠償の額を定めることについて）

4 専決処分した事項の報告について（和解及び損害賠償の額を定めることについて）

議
案 議員提出議案の名称 結果 賛　　　否
1 む つ 市 議 会 委 員 会 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 可決 ○○○○○○－○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

請
願 請　願　の　件　名 結果 賛　　　否

1 リサイクル燃料貯蔵事業における事業環境の安定確保及び施設の
操業に向けた効率的且つ迅速な審査を求める意見書の提出に関する請願 採択 ○○○○○○－○○○○○○○○○○○○○○○○●●●

※議決日は議会最終日の 3 月 16 日（ただし、議案第 3 号、36 号は 3 月 2 日、4 号、20 号、21 号、22 号、23 号、37 号、38 号、報告 3 号、5 号は 3 月 8 日に議決）
※○は賛成、●は反対、『欠』は欠席または採決の際に不在の者、『退』は退席、『除』は除斥、議長（白井二郎）は採決に加わらない

第 235 回定例会審議結果・賛否一覧表
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むつ市議会だより

常
任
委
員
会
活
動
報
告

各
常
任
委
員
会
で
の
審
査
内
容
や
委
員
会
の
活
動
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

【
総
務
教
育
常
任
委
員
会
】

○
３
月
８
日
付
託
議
案
審
査

　

付
託
さ
れ
た
８
議
案
に
つ
い
て
関
係
部
長
等
の
出
席
を

求
め
審
査
を
行
な
い
、
議
案
第
10
号
に
つ
い
て
、
反
対
討

論
が
あ
っ
た
が
、
賛
成
多
数
で
原
案
の
と
お
り
可
決
す
べ

き
も
の
と
決
定
し
、
ほ
か
７
議
案
に
つ
い
て
は
、
全
会
一

致
で
原
案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
た
。

（
委
員
会
審
査
に
お
け
る
主
な
る
質
疑
）

・
議
案
第
５
号　

む
つ
市
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
地
方
公
務
員
の
育
児
休
業
等

に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
等
に
伴
い
、
非
常
勤
職
員
の

育
児
休
業
に
関
す
る
規
定
等
を
整
備
す
る
た
め
の
も
の
）

Ｑ　

改
正
に
よ
り
影
響
を
受
け
る
非
常
勤
職
員
は
い
る
の

か
。
ま
た
、
臨
時
職
員
は
含
ま
れ
る
の
か
。

Ａ　

改
正
に
よ
り
影
響
を
受
け
る
非
常
勤
職
員
は
い
な

い
。
臨
時
職
員
に
つ
い
て
は
、
条
例
の
対
象
と
は
な

ら
な
い
。

・
議
案
第
７
号　

む
つ
市
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例（
青
森
県
人
事
委
員
会
の
県
職
員
の
給

与
に
関
す
る
勧
告
に
鑑
み
、
市
職
員
の
給
料
月
額
等
を
改

定
す
る
た
め
の
も
の
）

Ｑ　

改
定
に
伴
う
増
額
分
及
び
支
給
時
期
に
つ
い
て
。

Ａ　

改
定
に
伴
う
増
額
は
約
３
５
０
０
万
円
と
な
る
。
支

給
時
期
は
、
平
成
29
年
度
内
を
予
定
し
て
い
る
。

・
議
案
第
８
号　

む
つ
市
特
別
職
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
市
長
、
副
市
長
、
教
育
委

員
会
教
育
長
及
び
公
営
企
業
管
理
者
の
期
末
手
当
の
支
給

割
合
を
改
定
す
る
た
め
の
も
の
）

・
議
案
第
９
号　

地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運
営
に
関
す

る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
条

例
の
整
備
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

（
教
育
委
員
会
教
育
長
の
期
末
手
当
の
支
給
割
合
を
改
定

す
る
た
め
の
も
の
）

・
議
案
第
10
号　

む
つ
市
議
会
議
員
の
議
員
報
酬
及
び
費
用

弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
市
議
会
議

員
の
期
末
手
当
の
支
給
割
合
を
改
定
す
る
た
め
の
も
の
）

Ｑ　

議
案
第
８
号
か
ら
第
10
号
ま
で
の
３
議
案
の
改
定
に

伴
う
増
額
分
に
つ
い
て
。　

Ａ　

約
１
３
０
万
円
程
度
の
増
額
と
な
る
。

・
議
案
第
11
号　

む
つ
市
承
認
企
業
立
地
計
画
に
従
っ
て
設

置
さ
れ
る
施
設
に
係
る
固
定
資
産
税
の
特
別
措
置
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
関
係
法
令
の
一
部
改

正
に
伴
い
、
固
定
資
産
税
の
課
税
免
除
に
係
る
対
象
業
種

の
拡
充
及
び
適
用
期
限
の
延
長
を
す
る
た
め
の
も
の
）

Ｑ　

対
象
事
業
者
に
つ
い
て
。

Ａ　

平
成
19
年
度
に
本
条
例
が
施
行
さ
れ
て
以
来
、
適
用

さ
れ
た
事
業
者
は
な
く
、
今
後
の
対
象
事
業
者
に
つ

い
て
は
、
現
段
階
で
把
握
し
て
い
な
い
。

・
議
案
第
19
号　

む
つ
市
過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画
の
変
更

に
つ
い
て
（
過
疎
地
域
自
立
促
進
特
別
措
置
法
に
基
づ
く

財
政
上
の
特
別
措
置
を
活
用
す
る
た
め
、
む
つ
市
過
疎
地

域
自
立
促
進
計
画
の
一
部
を
変
更
す
る
た
め
の
も
の
）

Ｑ　

当
該
計
画
の
変
更
ま
で
の
流
れ
に
つ
い
て
。

Ａ　

大
幅
な
事
業
量
の
増
減
あ
る
い
は
事
業
の
追
加
ま
た

は
廃
止
と
い
う
要
件
が
あ
り
、
今
回
の
変
更
は
ど
ち

ら
の
要
件
に
も
該
当
し
、
県
か
ら
の
同
意
を
得
た
う

え
で
変
更
と
な
る
。

Ｑ　

半
島
振
興
計
画
と
の
関
連
に
つ
い
て
。

Ａ　

直
接
的
な
関
連
は
な
い
。

Ｑ　

追
加
さ
れ
る
２
事
業
の
内
容
に
つ
い
て
。

Ａ　

ホ
タ
テ
ガ
イ
養
殖
残
渣
ジ
オ
サ
イ
ク
ル
事
業
に
つ

い
て
は
、
川
内
町
漁
協
が
実
施
す
る
ホ
タ
テ
ガ
イ
養

殖
残
渣
の
堆
肥
化
事
業
へ
補
助
金
を
交
付
す
る
も
の

で
、
こ
れ
ま
で
焼
却
処
分
し
て
い
た
も
の
を
堆
肥
化

し
、
同
地
区
の
農
家
等
へ
無
料
で
提
供
す
る
予
定
で

あ
る
。
伊
勢
堂
１
号
線
の
道
路
付
け
替
え
工
事
に
つ

い
て
は
、
平
成
31
年
度
中
に
予
定
し
て
い
る
大
畑
庁

舎
の
移
転
後
、
現
庁
舎
の
解
体
を
行
な
い
、
そ
の
あ

と
に
行
な
う
予
定
で
あ
る
。

Ｑ　

追
加
さ
れ
る
２
事
業
の
財
源
に
つ
い
て
。

Ａ　

さ
ま
ざ
ま
な
財
源
を
模
索
し
検
討
し
た
結
果
、
最
も

有
利
な
過
疎
対
策
事
業
債
を
活
用
す
る
。

（
所
管
事
務
調
査
）

（
1
）過
疎
対
策
事
業
債
の
活
用
実
績
と
む
つ
市
の
負
担
総

額
及
び
返
済
状
況
に
つ
い
て

（
請
願
審
査
に
お
け
る
主
な
る
質
疑
）

・
請
願
第
１
号　

リ
サ
イ
ク
ル
燃
料
貯
蔵
事
業
に
お
け
る
事

業
環
境
の
安
定
確
保
及
び
施
設
の
操
業
に
向
け
た
効
率
的

且
つ
迅
速
な
審
査
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出
に
関
す
る
請

願（
11
ペ
ー
ジ
に
全
文
を
掲
載
）

Ｑ　

原
子
力
規
制
委
員
会
に
よ
る
効
率
的
な
審
査
事
務
の

促
進
を
図
る
た
め
、
原
子
炉
規
制
法
等
の
法
改
正
を

含
め
た
適
正
な
措
置
を
求
め
る
と
は
、
ど
の
よ
う
な

意
味
合
い
か
。

Ａ
（
紹
介
議
員
）　

原
子
力
規
制
委
員
会
の
審
査
は
、
安
全

安
心
を
保
つ
た
め
に
必
要
不
可
欠
な
も
の
で
あ
る
と
理

解
し
て
い
る
が
、
こ
れ
ま
で
の
立
地
地
域
の
協
力
、
現

在
の
経
済
状
況
等
を
原
子
力
規
制
委
員
会
に
認
識
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
の
も
の
で
あ
る
。

Ｑ　

請
願
の
内
容
を
む
つ
市
議
会
か
ら
の
意
見
書
の
提
出

に
限
定
し
た
理
由
は
何
か

Ａ（
紹
介
議
員
）　

リ
サ
イ
ク
ル
燃
料
貯
蔵
事
業
の
早
期
操

業
を
実
現
す
る
た
め
の
第
１
歩
と
し
て
、
む
つ
市
議

会
か
ら
意
見
書
を
提
出
い
た
だ
き
、
次
の
行
動
に
繋

げ
る
た
め
の
も
の
。

　※請願とは、国民に認められた憲法上（第 16 条）の権利の一つで、国または地方公共団体の機関に対して意見や希望を述べることを言い、その手続等は請願法によります。また、地方議会に対する請願は、
地方自治法及び各議会の会議規則に規定がされており、提出には紹介議員を必要とします。提出された請願は、所管常任委員会に審査を付託し、その審査の結果を本会議に報告し、議会としての採択、
不採択の決定をします。採択した請願は、市長その他の執行機関に送付するに当たって、議会から処理の経過及び結果の報告を請求することができ、議会、執行機関双方に実現への努力が要請されます。
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常
任
委
員
会
活
動
報
告

各
常
任
委
員
会
で
の
審
査
内
容
や
委
員
会
の
活
動
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

【
産
業
建
設
常
任
委
員
会
】

○
３
月
８
日
付
託
議
案
審
査

　

付
託
さ
れ
た
８
議
案
に
つ
い
て
関
係
部
長
等
の
出
席
を

求
め
審
査
を
行
な
い
、
全
会
一
致
で
原
案
の
と
お
り
可
決

す
べ
き
も
の
と
決
定
し
た
。

（
委
員
会
審
査
に
お
け
る
主
な
る
質
疑
）

・
議
案
第
15
号　

む
つ
市
有
牛
の
貸
付
等
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
む
つ
市
議
会
か
ら
の
通
知
を
踏

ま
え
、
む
つ
市
有
牛
貸
付
事
業
運
営
審
議
委
員
会
の
委
員

に
む
つ
市
議
会
の
議
員
を
選
出
し
な
い
こ
と
と
す
る
た
め
、

条
文
整
備
を
す
る
も
の
）

Ｑ　

む
つ
市
有
牛
貸
付
審
議
会
委
員
の
定
数
が
12
名
か
ら

改
正
後
は
６
名
と
な
る
が
、
議
員
５
名
以
外
に
も
選

出
し
な
い
委
員
は
い
る
の
か
。

Ａ　

現
在
選
出
さ
れ
て
い
る
委
員
が
11
名
で
あ
る
た
め
、

今
後
も
引
き
続
き
議
員
以
外
の
６
名
の
委
員
に
よ
る

も
の
と
す
る
。

・
議
案
第
16
号　

む
つ
市
観
光
遊
覧
船
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
（
観
光
遊
覧
船
の
航
路
に
試
験
運
航
し
て
い
た

イ
ル
カ
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
コ
ー
ス
を
加
え
る
た
め
の
も
の
）

Ｑ　

イ
ル
カ
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
コ
ー
ス
の

所
要
時
間
と
運
行
期
間
に
つ
い
て
。

Ａ　

所
要
時
間
は
午
前
９
時
か
ら
10
時

ま
で
の
約
１
時
間
で
、
運
行
期
間

は
今
年
度
の
実
績
か
ら
、
５
月
12
日
か
ら
６
月
24
日

ま
で
と
す
る
予
定
で
あ
る
。

・
議
案
第
25
号　

平
成
29
年
度
む
つ
市
下
水
道
事
業
特
別
会

計
補
正
予
算（
１
５
３
４
万
４
千
円
の
減
額
補
正
）

Ｑ　

下
水
道
の
普
及
率
及
び
接
続
率
に
つ
い
て
。

Ａ　

平
成
28
年
度
末
の
普
及
率
が
17
・
６
％
、
接
続
率
が

43
・
２
％
で
あ
る
。

【
民
生
福
祉
常
任
委
員
会
】

○
３
月
８
日
付
託
議
案
審
査

　

付
託
さ
れ
た
５
議
案
に
つ
い
て
関
係
部
長
等
の
出
席
を

求
め
審
査
を
行
な
い
、
議
案
第
12
号
に
つ
い
て
は
、
反
対

討
論
が
あ
っ
た
が
、
賛
成
多
数
で
原
案
の
と
お
り
可
決
す

べ
き
も
の
と
決
定
し
、
ほ
か
４
議
案
に
つ
い
て
は
、
全
会

一
致
で
原
案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
た
。

（
委
員
会
審
査
に
お
け
る
主
な
る
質
疑
）

・
議
案
第
18
号　

指
定
管
理
者
の
指
定
の
変
更
に
つ
い
て（
む

つ
市
ウ
ェ
ル
ネ
ス
パ
ー
ク
の
指
定
管
理

者
の
指
定
の
期
間
を
変
更
す
る
た
め
の

も
の
）

Ｑ　

指
定
期
間
延
長
の
理
由
は
何
か
。

Ａ　

新
体
育
館
が
完
成
す
る
平
成
32
年

度
か
ら
む
つ
市
ウ
ェ
ル
ネ
ス
パ
ー

ク
と
新
体
育
館
を
一
体
で
管
理
す

る
こ
と
を
検
討
し
て
お
り
、
こ
れ

に
合
わ
せ
る
た
め
指
定
期
間
を
１

年
延
長
す
る
も
の
。

Ｑ　

平
成
32
年
度
以
降
も
現
在
の
指
定
管
理
者
が
管
理
を

行
な
う
の
か
。

Ａ　

供
用
開
始
に
合
わ
せ
、
平
成
31
年
度
に
新
た
に
指
定

管
理
者
を
公
募
す
る
。

Ｑ　

工
事
の
遅
れ
な
ど
で
供
用
開
始
が
平
成
32
年
度
当
初
に

間
に
合
わ
な
か
っ
た
場
合
は
ど
の
よ
う
に
な
る
の
か
。

Ａ　

新
た
な
指
定
管
理
者
公
募
の
際
に
、
初
年
度
に
お
い

て
は
実
際
に
指
定
管
理
が
行
わ
れ
た
期
間
に
応
じ
精

算
を
行
な
う
こ
と
を
示
し
た
形
で
の
協
定
の
締
結
を

考
え
て
い
る
。

（
所
管
事
務
調
査
）

（
1
）一
般
廃
棄
物
の
収
集
運
搬
及
び
処
理
に
つ
い
て

議 会 を 傍 聴 し て み ま せ ん か
　むつ市会議は誰でも傍聴することがで

きます。

　市民の代表である市議会議員と市当局

との議論のやり取りを、直接見たり聞い

たりすることができますので、傍聴は議

会活動や市政方針を知るうえで最も身近

な方法といえます。

　傍聴される方は、本会議当日に議会事

務局にて傍聴券の交付を受けてください。

　交付を受けた方は、傍聴券に記載され

た日に限り傍聴することができます。

　傍聴を終え、退場する際には傍聴券を

返却してください。

　傍聴席は 30 席あり先着順です。

こちらが傍聴席です。
（30 席）
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一

般

質

問

一
般
質
問
の
内
容
を
一
部
要
約
し
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

創
世
む
つ

半 

田 

義 

秋

問　

後
期
高
齢
者
が
増
え
て
い
く
中
で

の
市
の
対
策
に
つ
い
て
。

答　

団
塊
の
世
代
が
75
才
以
上
と
な
る

２
０
２
５
年
に
は
、
市
の
後
期
高
齢

者
が
１
万
人
を
超
え
る
が
、
今
後
の

対
策
と
し
て
介
護
を
必
要
と
し
な
い

健
康
な
高
齢
者
の
割
合
を
増
や
し
、

介
護
施
設
等
の
不
足
に
つ
き
ま
し
て

は
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築

を
推
進
し
な
が
ら
こ
の
課
題
を
解
決

し
て
い
き
た
い
。

問　

終
の
棲
家
に
つ
い
て
。

答　

市
民
の
６
割
が
住
み
慣
れ
た
自
宅

で
最
期
を
迎
え
た
い
と
の
思
い
か
ら
、

市
と
し
て
は
高
齢
者
が
在
宅
で
、
安

心
し
て
介
護
を
受
け
ら
れ
る
た
め
の

「
在
宅
医
療
」「
介
護
連
携
支
援
事
業
」

等
実
施
し
て
い
き
た
い
。

※
こ
の
ほ
か
、「
人
口
減
少
問
題
」「
田
野
沢
、

宿
野
部
地
区
の
道
路
改
良
問
題
」「
桧
川
地

区
の
融
雪
溝
」に
つ
い
て
の
質
問
が
あ
り
ま

し
た
。

改
革
改
新

斉 

藤 

孝 

昭

問　

は
し
ご
付
消
防
自
動
車
の
必
要
性

に
つ
い
て
。

答　

消
防
機
関
と
協
議
し
な
が
ら
、
は

し
ご
車
の
配
備
に
つ
い
て
、
各
種
交

付
金
や
補
助
金
等
の
活
用
を
含
め
た

財
源
の
確
保
に
努
め
る
。

問　

む
つ
市
運
動
公
園
陸
上
競
技
場
の

照
明
施
設
の
必
要
性
に
つ
い
て
。

答　

市
民
の
皆
様
の
ニ
ー
ズ
や
設
置
環

境
及
び
費
用
等
を
総
合
的
に
勘
案
し
、

整
備
の
必
要
性
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

問　

各
小
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
照
明

施
設
の
必
要
性
に
つ
い
て
。

答　

文
部
科
学
省
作
成
の
小
中
学
校
施

設
整
備
指
針
に
は
、
屋
外
運
動
施
設

は
学
校
開
放
時
の
利
用
も
考
慮
し
、

夜
間
照
明
等
の
設
備
に
つ
い
て
も
計

画
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
記
載
さ

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
各
小
中
学
校

の
夜
間
照
明
の
必
要
性
や
現
地
調
査

を
重
ね
、
照
明
設
備
設
置
に
つ
い
て

計
画
的
に
進
め
る
べ
き
と
考
え
る
。

※
こ
の
ほ
か
、「
公
用
車
の
交
通
事
故
発
生
状

況
」「
職
員
採
用
方
法
の
見
直
し
の
必
要
性
」

に
つ
い
て
の
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

一 般 質 問
ここが聞きたい！

市
誠
ク
ラ
ブ

東
　
　
健 

而

問　

合
併
前
、
川
内
町
の
浄
水
場
の
老

朽
化
が
著
し
く
、
建
設
を
新
む
つ
市

へ
最
重
要
要
望
事
項
に
と
提
案
し
た
。

13
年
が
経
過
し
、
昨
年
７
月
に
通
水

が
開
始
さ
れ
た
が
、
今
後
の
水
道
事

業
計
画
と
脇
野
沢
浄
水
場
の
活
用
は
。

答　

順
次
工
事
を
進
め
、
平
成
35
年
度

に
は
西
通
全
域
で
供
給
予
定
。
脇
野

沢
浄
水
場
は
完
成
後
廃
止
と
な
る
。

問　

脇
野
沢
地
区
へ
の
通
水
日
数
と
水

質
に
つ
い
て
は
ど
う
か
。

答　

脇
野
沢
地
区
へ
の
給
水
に
は
小
沢
地

区
に
配
水
池
の
設
置
が
必
要
で
、
通
水

日
数
は
１
日
、
水
質
に
つ
い
て
も
良
好

な
状
態
で
給
水
で
き
る
。

問　

八
木
沢
浄
水
場
の
維
持
管
理
費
は
。

答　

統
合
前
は
９
施
設
で
、
年
間

４
０
０
０
万
円
掛
か
っ
て
い
た
。
八
木

沢
浄
水
場
に
統
合
す
る
こ
と
で
、
約

１
０
０
０
万
円
を
見
込
ん
で
い
る
。

市民の要望を市政に反映させるための一般質問。

各種の行政課題を取り上げて３日間にわたり 12 人の議員が活発な論戦を展開しました。
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一

般

質

問

一
般
質
問
の
内
容
を
一
部
要
約
し
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

創
世
む
つ

佐 

賀 

英 

生

問　

市
内
小
学
生
の
、
う
歯（
虫
歯
）の

保
有
状
況
と
処
置
に
つ
い
て
。

答　

今
年
度
の
小
学
校
で
の
歯
科
検
診
に

お
け
る
児
童
の「
う
歯
」の
状
況
は
、
検

査
を
受
け
た
児
童
数
は
２
６
９
５
名

で
、
う
ち
処
置
を
し
て
い
な
い
児
童

が
、
１
２
４
１
名
と
な
っ
て
お
り
、
未

処
置
率
は
46
％
と
な
っ
て
い
る
。
各
地

区
の
割
合
は
、
む
つ
地
区
41
％
、
川
内

地
区
42
％
、
脇
野
沢
45
％
、
大
畑
87
％

と
云
う
状
況
に
な
っ
て
い
る
。
原
因

は
、
歯
磨
き
の
仕
方
が
大
き
な
要
因
と

思
わ
れ
る
。
虫
歯
や
口
腔
内
の
疾
病
が

疑
わ
れ
る
児
童
の
保
護
者
に
治
療
を

す
る
よ
う
促
し
て
い
く
。
ま
た
、
未
処

置
率
の
高
い
大
畑
地
区
に
対
し
て
は
、

診
療
所
へ
の
歯
科
医
の
配
置
や
移
動

検
診
車
の
導
入
を
考
え
て
い
か
な
く

て
は
な
ら
な
い
。

※
こ
の
ほ
か
、
災
害
予
防
対
策
に
つ
い
て
の

質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

無
　
会
　
派

工 

藤 

祥 

子

問　

子
ど
も
の
医
療
費
助
成
を
小
中
学

生
の
通
院
費
ま
で
拡
大
す
べ
き
。
青

森
県
内
10
市
の
中
で
、
実
施
済
み
・

予
定
は
７
市
ま
で
広
が
っ
た
。

答　

将
来
に
わ
た
っ
て
の
安
定
的
な
財

源
の
確
保
を
前
提
に
、
前
向
き
か
つ

慎
重
に
検
討
し
て
い
く
。

問　

通
院
助
成
費
の
広
が
り
の
中
で
、

入
院
を
減
ら
す
効
果
が
あ
る
と
い
う

調
査
結
果
が
あ
る
。

答　

興
味
深
い
調
査
で
あ
る
。
今
後
も

様
々
な
知
見
を
参
考
に
し
つ
つ
、
研

究
の
結
果
や
国
・
県
の
動
向
を
見
て

よ
り
良
い
制
度
を
目
指
し
て
い
く
。

問　

大
学
生
及
び
専
門
学
校
生
の
奨
学

金
の
利
用
率
は
２
・
６
人
に
１
人
と
言

わ
れ
て
い
る
。
む
つ
市
奨
学
金
制
度

の
貸
与
額
３
万
円
は
少
な
く
増
額
す

べ
き
。
ま
た
、
卒
業
後
市
内
に
定
住

す
る
条
件
で
の
給
付
型
の
創
設
も
考

え
て
み
て
は
ど
う
か
。

答　

平
成
28
年
度
の
貸
与
額
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
で
は
６
割
が
今
の
ま
ま
で
よ
い

と
い
う
回
答
。
給
付
型
で
は
医
師
不
足

解
消
の
た
め
医
学
部
進
学
者
に
年
額

50
万
円
助
成
制
度
を
創
設
。
今
後
国
の

動
向
を
見
な
が
ら
研
究
し
て
い
く
。

※
こ
の
ほ
か
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

助
成
を
、
前
と
同
様
に
全
市
民
対
象
に
す

べ
き
に
つ
い
て
の
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

公
明
・
政
友
会

菊 

池 

光 

弘

問　

空
き
家
対
策
に
つ
い
て
、
計
画
は

あ
る
の
か
、
ま
た
空
き
家
の
有
効
活

用
に
つ
い
て
の
考
え
は
あ
る
の
か
。

答　

平
成
29
年
２
月
策
定
の
都
市
計
画

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
特
別
版
と
な
る

「
立
地
適
正
化
計
画
」と
整
合
さ
せ
る

こ
と
と
し
、
そ
の
後
「
空
き
家
対
策
計

画
」の
策
定
に
着
手
し
た
と
こ
ろ
で
あ

る
。
空
き
家
の
有
効
活
用
に
つ
い
て

は
、
民
間
事
業
者
等
と
連
携
し
進
め

て
い
き
た
い
。

問　

除
排
雪
対
策
に
つ
い
て
、
除
排
雪
費

は
、
ま
た
通
学
路
の
確
保
は
。

答　

除
排
雪
委
託
料
は
約
７
億
円
、
通

学
路
確
保
に
つ
い
て
は
、
特
に
小
学

生
、
中
学
生
が
安
全
に
登
下
校
で
き

る
よ
う
、
対
応
に
努
め
て
い
る
。

※
こ
の
ほ
か
、
糖
尿
病
性
腎
症
の
重
症
化
予

防
に
つ
い
て
の
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

無
　
会
　
派

横 

垣 

成 

年

問　

ジ
オ
パ
ー
ク
に
つ
い
て
（
２
０
１
４

年
下
北
ジ
オ
パ
ー
ク
審
査
）報
告
書
は

結
論
で
「
本
構
想
に
お
け
る
原
子
力
発

電
所
の
立
地
と
ジ
オ
パ
ー
ク
が
目
指

す
地
球
科
学
的
な
知
識
を
背
景
に
し

た
地
域
の
持
続
可
能
な
発
展
と
は
、
現

状
の
こ
の
構
想
地
域
の
体
制
で
は
共

存
し
な
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
」と
指

摘
し
、「
そ
の
地
域
の
持
続
可
能
な
発

展
を
目
指
す
ジ
オ
パ
ー
ク
活
動
に
お

い
て
、
そ
の
考
え
方
と
原
子
力
発
電

所
の
立
地
と
が
共
存
で
き
る
か
否
か

と
い
う
議
論
は
、
当
該
地
域
及
び
認

定
機
関
に
お
い
て
な
さ
れ
る
べ
き
（
中

略
）、
議
論
が
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ

れ
ば
（
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
）委
員
会
の

見
識
が
問
わ
れ
て
し
ま
う
（
後
略
）」と

危
惧
し
て
い
る
。
今
後
日
本
ジ
オ
パ
ー

ク
委
員
会
で
課
題
に
な
る
の
か
な
と
。

ジ
オ
パ
ー
ク
エ
リ
ア
の
中
に
原
発
施

設
が
入
っ
て
い
る
。
そ
こ
を
精
査
す
る

必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

答　

そ
の
議
論
は
審
査
の
中
で
ク
リ
ア

し
た
議
論
で
あ
り
、
こ
の
報
告
書
の

後
に
し
っ
か
り
議
論
し
、
そ
の
結
果
、

ジ
オ
パ
ー
ク
の
認
定
を
頂
い
た
。
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一

般

質

問

一
般
質
問
の
内
容
を
一
部
要
約
し
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

( 1 0 )( 1 0 )

自
民
ク
ラ
ブ

浅 

利 

竹
二
郎

問　

政
府
の
地
震
調
査
委
員
会
が
、
30

年
以
内
に
巨
大
地
震
発
生
の
確
率
を

80
％
に
引
き
上
げ
た
こ
と
に
対
し
市

長
と
し
て
の
危
機
感
は
。

答　

む
つ
市
総
合
経
営
計
画
に
位
置
づ

け
て
い
る
防
災
対
策
の
充
実
、
強
化

に
取
り
組
ん
で
い
く
。

問　

む
つ
市
と
し
て
、
被
災
の
リ
ス
ク

を
ど
の
よ
う
に
見
積
も
る
か
。

答　

む
つ
市
で
は
太
平
洋
側
海
溝
型
地

震
で
Ｍ
９
・
０
、
最
大
震
度
６
強
の

地
震
に
よ
り
、
死
者
５
６
０
名
、
負

傷
者
４
３
０
名
、
建
物
被
害
は
全
壊

１
８
０
０
棟
、
半
壊
５
８
０
０
棟
の

被
害
が
想
定
さ
れ
る
。

問　

原
子
力
施
設
の
安
全
等
に
対
し
、

事
業
者
側
に
確
認
の
必
要
は
な
い
か
。

答　

現
在
、
県
が
想
定
し
た
津
波
の
高

さ
を
上
回
る
想
定
で
原
子
力
規
制
委

員
会
の
審
査
を
受
け
て
い
る
状
況
で

あ
る
こ
と
を
確
認
し
て
い
る
。

※
こ
の
ほ
か
「
人
口
減
少
・
高
齢
化
社
会
が
直

面
し
て
い
る
市
内
除
雪
の
状
況
」
に
つ
い

て
、
５
点
の
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

無
　
会
　
派

原 

田 

敏 

匡

問　

宮
下
市
政
の
任
期
４
年
間
を
自
己

評
価
す
る
と
し
た
ら
何
点
に
な
る
か
。

答　

６
２
４
点
。
１
０
０
点
満
点
を
突

き
抜
け
て
い
っ
た
の
か
、
１
０
０
０

点
満
点
の
６
割
な
の
か
、
そ
も
そ
も

「
ム
ツ
シ
」な
の
で
６
２
４
点
な
の
か

は
、
皆
様
の
判
断
に
お
任
せ
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

問　

保
育
士
の
雇
用
確
保
と
離
職
率
に

つ
い
て
。

答　

本
年
３
月
の
保
育
園
の
利
用
定
員

１
３
６
２
名
に
対
し
て
１
３
０
３
名

が
入
所
し
て
お
り
、
配
置
基
準
に
対

し
保
育
士
２
１
８
名
で
対
応
し
、
充

足
し
た
形
と
な
っ
て
い
る
。
離
職
の

状
況
は
、
勤
続
年
数
の
平
均
15
年
、

離
職
率
は
３
・
２
％
と
な
っ
て
い
る
。

今
後
と
も
国
の
施
策
も
含
め
、
保
育

士
の
定
着
、
人
材
確
保
に
向
け
た
処

遇
改
善
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

※
こ
の
ほ
か
「
学
校
体
育
施
設
開
放
事
業
の
今

後
の
見
通
し
」「
待
機
児
童
の
状
況
」
に
つ

い
て
の
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

自
民
ク
ラ
ブ

中 

村 

正 

志

問　

市
長
は
一
般
施
政
方
針
は
ど
う
あ

る
べ
き
と
考
え
て
い
る
の
か
。
大
き

く
変
わ
っ
た
理
由
は
何
か
。

答　

一
般
施
政
方
針
は
、
そ
の
年
の
重

要
施
策
に
触
れ
、
そ
の
政
策
を
貫
く

考
え
方
を
語
る
べ
き
と
認
識
し
て
い

る
。
２
０
１
８
年
の
一
般
施
政
方
針

は
「
全
世
代
市
民
応
援
」と
い
う
考
え

で
描
き
き
っ
て
い
る
。
政
治
的
な
原
点

を
振
り
返
り
つ
つ
４
年
間
の
成
果
を

ま
と
め
、
市
民
の
皆
様
を「
家
族
」と
表

現
し
ま
し
た
。
各
世
代
に
政
策
の
タ
ー

ゲ
ッ
ト
を
仮
想
す
る
こ
と
で
、
よ
り
高

い
市
政
へ
の
共
感
を
演
出
し
よ
う
と

試
み
ま
し
た
。
政
策
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

続
け
る
以
上
は
一
般
施
政
方
針
に
つ

い
て
も
、
丁
寧
に
一
人
の
市
民
の
心
を

動
か
せ
る
よ
う
今
後
も
工
夫
を
重
ね

て
毎
年
改
善
し
て
い
き
た
い
。

※
こ
の
ほ
か
「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
つ
い

て
」「
小
学
校
の
外
国
語
活
動
に
つ
い
て
」

の
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

公
明
・
政
友
会

鎌 

田 

ち
よ
子

問　

福
祉
政
策
強
化「
子
ど
も
み
ら
い
部
」

設
置
に
よ
る
支
援
体
制
に
つ
い
て
。

答　

む
つ
市
の
タ
カ
ラ
で
あ
る
子
ど
も
た

ち
の
成
長
を
支
援
し
て
い
く
こ
と
を
念

頭
に
、
切
れ
目
な
い
子
育
て
支
援
を
推

し
進
め
る
思
い
を
持
っ
て
「
子
ど
も
家

庭
課
」「
子
育
て
支
援
課
」「
子
ど
も
施

設
経
営
課
」と
し
て
、
子
育
て
支
援
に
関

す
る
施
策
を
統
一
的
、
一
体
的
に
実
施

す
る
体
制
で
支
援
を
充
実
さ
せ
た
い
。

問　

む
つ
ぼ
し
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
事
業

の
成
果
と
目
標
に
つ
い
て
。

答　

平
成
27
年
度
か
ら
開
始
３
年
目
。
参
加

者
自
ら
が
健
康
づ
く
り
メ
ニ
ュ
ー
の
実
行

や
健
診
、
健
康
関
連
イ
ベ
ン
ト
の
参
加
で

ポ
イ
ン
ト
を
付
与
。
チ
ャ
レ
ン
ジ
達
成
者

延
べ
１
８
０
０
名
、
本
年
度
５
６
８
名
中

約
25
％
が
新
規
チ
ャ
レ
ン
ジ
ャ
ー
。
新
年

度
は
デ
ー
タ
収
集
の
た
め
に
モ
ニ
タ
ー
募

集
し
て
事
業
を
検
証
す
る
。

※
こ
の
ほ
か
「
幼
児
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
新

設
」「
生
活
習
慣
病
予
備
軍
に
、
体
重
体
組

成
計
の
導
入
」「
早
期
腎
症
対
策
。
微
量
ア

ル
ブ
ミ
ン
検
査
導
入
」「
小
中
学
生
が
ん
教

育
」に
つ
い
て
の
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。
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一

般

質

問

一
般
質
問
の
内
容
を
一
部
要
約
し
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

改
革
改
新

村 

中 

徹 

也

問　

町
内
会
存
続
の
為
に
未
加
入
者
に

加
入
を
促
し
て
は
ど
う
か
。

答　

原
則
自
由
と
は
い
え
、
行
政
と
町

内
会
の
密
接
な
関
係
を
考
慮
す
れ
ば
、

是
非
と
も
加
入
し
て
頂
き
た
い
。

問　
「
ご
み
集
積
小
屋
」に
誰
で
も
搬
出

で
き
る
環
境
構
築
に
つ
い
て
。

答　

本
来
、
ご
み
集
積
小
屋
は
市
が
建

設
設
置
す
る
も
の
だ
が
、
町
内
会
員

に
負
担
さ
せ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か

ら
ト
ラ
ブ
ル
が
あ
る
が
、
当
分
は
話

し
合
い
を
仲
介
す
る
。

問　

町
内
会
を
補
完
的
組
織(

下
請
け)

で
は
な
く
対
等
な
立
場
の
法
人
に
し

て
は
ど
う
か
。

答　

今
年
度
で
行
政
連
絡
員
制
度
を
廃

止
す
る
。
そ
の
た
め
町
内
会
の
役
割

は
重
要
で
あ
る
か
ら
「
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
協
定
」を
結
ん
で
、
施
設
補
助

を
含
め
協
力
体
制
を
構
築
す
る
。

問　

18
才
成
人
の
最
初
の
成
人
式
は
３

世
代
の
合
同
式
典
に
な
る
の
か
。

答　

例
年
の
３
倍
の
人
数
や
、
大
学
セ

ン
タ
ー
試
験
直
前
等
々
の
問
題
点
が

多
い
。
早
急
に
検
討
委
員
会
を
立
ち

上
げ
、
実
施
２
年
前
ま
で
に
は
方
針

を
公
表
し
た
い
。

請願が採択されました！ （総務教育常任委員会で審査を行ない、3 月 16 日採択されたもの）

【請 願 者】　むつ商工会議所 会頭　其田桂、青森地域エネルギー施設立地商工団体協議会 会長　其田桂

【紹介議員】　菊池広志、大瀧次男、菊池光弘、半田義秋

リサイクル燃料貯蔵事業における事業環境の安定確保及び施設の
操業に向けた効率的且つ迅速な審査を求める意見書の提出に関する請願

【請願要旨】
　未曾有の被害を齎

もたら

した東日本大震災から早７年、福島第一原子力発電所の事故により国民の原子力に対する信頼
は失墜し、原子力政策の円滑な推進は困難な状況に至っている。また、原子力発電に代わり老朽化した火力発電所
の稼動などによる綱渡り的な電力供給が続いている昨今、化石燃料の輸入増加に伴う電力料金の高騰や炭酸ガス排
出量増加による温暖化現象にも深刻な影響が懸念されている。
　エネルギーは国民の安定した生活や経済活動を支える基盤であり、原子力発電はその中でも大きな役割を担って
きたところであるが、原子力規制委員会による新規制基準適合性審査は遅々として進展がなく運転差し止め訴訟な
どの影響も併せ現在再稼動している原子力発電設備は僅か４基にとどまり立地地域の経済事情のみならず国家の経
済成長にも大きな足かせとなっている。また、原子力政策の要である核燃料サイクル事業も同様に再処理工場など
の新規制基準適合性審査における施設の健全性確保の観点から度重なる工期延長を余儀なくされ、リサイクル燃
料貯蔵施設の操業開始時期の目途が立たない状況から不透明感が増大し地域社会に不安と閉塞感とをもたらしてい
る。しかるに、この異常事態は長引く一方であり誰も責任を取ろうとしない有様である。
　このような状況に鑑み、本市ではリサイクル燃料貯蔵事業を最大限活用した成長戦略の再構築を目指し課題解消
を図るため迅速な対応が求められているところであり、市議会においても下記について政府並びに関係行政機関等
に対し意見書の決議をもって強く要望されるよう請願する。

記

１．エネルギー基本計画の改定に伴い、原子力発電所の再稼動と新増設計画及び核燃料サイクル事業の確固たる推
進を図ることは、国力を左右するエネルギーの安定供給・経済性・環境適合性を考慮した政策上の観点からも
最重要課題であり、より具体的な達成目標を明記しブレることのない原子力政策 ( 核燃料サイクル政策 ) を堅
持するよう強く求めるものである。

２．原子力発電と核燃料サイクルの連携に柔軟性を持たせ安定的な運用を可能とするためにはリサイクル燃料貯蔵
施設の安定操業は必要不可欠であり、施設の安全性及び健全性が速やかに確保され早期操業を実現できるよう
強く求めるところである。また、核燃料サイクル事業の推進、とりわけ中間貯蔵された燃料の処理の方針を明
確化するべきである。

３．原子力規制委員会による効率的な審査事務の促進を図るため、運用規程類及び監理体制の抜本的な見直しが必要
不可欠であり、規制行政強化の観点から原子炉規制法等の法改正を含めた適正な措置を強く求めるものである。

４．リサイクル燃料貯蔵事業における事業環境の安定確保の観点から、政府並びに関係行政機関等が一体となった
取組みを推進し、その基盤形成の促進に努め事業に対する積極的な支援を図るべきである。

　本県はこれまで国の原子力政策の推進に大きく寄与してきたところである。取分け、本市におけるリサイクル燃
料貯蔵事業は信頼性と安全性を前提とした地域との協力関係に基づいて進展してきたが、郷土むつ · 下北の豊かで
自立した輝かしい未来創造のため市議会としても不退転の決意で事に臨まれるよう懇願するところである。
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【委員名簿】　◎中村正志、○菊池光弘、原田敏匡、工藤祥子、石田勝弘、佐賀英生、濵田栄子、斉藤孝昭　（◎は委員長、○は副委員長）
ご意見・ご感想はこちらまでC　むつ市議会広報広聴委員会　〒 035-8686　青森県むつ市中央一丁目８番１号　(0175-22-2463（議会事務局直通）

【ホームページ】 【facebook】

むつ市議会はホームページやフェイスブックで

積極的に情報発信を行うことで

より身近で開かれた議会を目指します

https://www.facebook.com/mutsushigikai/
: http://www.city.mutsu.lg.jp/index.cfm/40,html

"
編
集
後
記
"

　
学
校
か
ら
の
帰
り
道
、
交
わ
す
言
葉
が
「
ま
た

明
日
」か
ら
「
ま
た
、
い
つ
か
」に
変
わ
る
。
こ
の

季
節
、
誰
か
が
話
し
て
い
た
こ
と
を
思
い
出
す
。

　
分
か
っ
て
は
い
る
が
、
同
じ
毎
日
は
続
か
な
い
。

　
東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
、
宮
城
県
石
巻
市
立

大
川
小
学
校
に
通
う
二
人
の
孫
を
津
波
で
失
っ
た

阿
部
良
助
さ
ん
。
卒
業
で
き
ず
に
逝
っ
た
孫
の
た

め
に
と
、
大
川
地
区
で
亡
く
な
っ
た
人
と
同
じ
数

の
桜
、
２
６
９
本
を
植
え
た
。「
孫
の
代
わ
り
に

桜
を
育
て
る
」と
の
思
い
も
込
め
て
。

　
桜
と
言
え
ば
、
む
つ
市
で
も
「
桜
満
開
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
が
昨
年
か
ら
始
ま
っ
た
。
こ
れ
は
、

毎
年
桜
を
満
開
に
咲
か
せ
る
の
が
目
的
で
あ
る
。

　「
早
掛
沼
公
園
」「
水
源
池
公
園
」そ
し
て
「
か

さ
ま
い
大
畑
桜
ロ
ー
ド
」は
、「
日
本
一
に
す
る
」

と
、
む
つ
市
は
腹
を
決
め
、
そ
の
た
め
に
も
　

桜
の
木
を
増
や
し
毎
年
満
開
に
咲
か
せ
る
　

「
桜
満
開
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」に
期
待
し
、
祈
り
　

行
動
す
る
一
人
で
あ
り
た
い
。

広
報
広
聴
副
委
員
長
　
菊 

池 

光 

弘

6 月 6 日（水）本会議（開会）・常任委員会

14 日（木）本会議（一般質問）

15 日（金）本会議（一般質問）

18 日（月）本会議（一般質問）

19 日（火）本会議（一般質問）

20 日（水）本会議（議案質疑ほか）・常任委員会

21 日（木）常任委員会

28 日（木）本会議（閉会）

※ 6/1 の議会運営委員会にて決定いたします。

・・・・・・・・・・・・・１月・・・・・・・・・・・・・ 16 日 市議会議員共済会第 115 回代議員会

10 日 広報広聴委員会 21 日 第 235 回定例会開会・議会運営委員会・常任委員会

15 日 会派代表者会議 22 日 議会運営委員会

30 日 国への要望活動（～ 2/1） ・・・・・・・・・・・・・３月・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・２月・・・・・・・・・・・・・ 2 日 本会議（一般質問）・議会運営委員会

1 日 全国広域連携市議会協議会第 49 回総会 5 日 本会議（一般質問）・会派代表者会議

5 日 会派代表者会議 6 日 本会議（一般質問）・議会運営委員会

6 日 基地関係国会議員との情報連絡会 8 日 本会議（議案質疑ほか）・予算審査特別委員会・常任委員会・議会運営委員会

7 日 全国市議会議長会基地協議会　正副会長・監事・相談役会 9 日 予算審査特別委員会・常任委員会

要望活動（～ 2/9） 12 日 予算審査特別委員会

14 日 広報広聴委員会 16 日 本会議（閉会）・議会運営委員会

15 日 全国過疎地域自立促進連盟第 134 回理事会 20 日 広報広聴委員会

16 日 議会運営委員会

第 236 回定例会の予定 議会のうごき

　

平
成
30
年
１
月
30
日
か
ら
２
月
１
日
ま
で

の
日
程
で
、
野
呂
泰
喜
副
議
長
ほ
か
８
名
の

議
員
が
、
①
下
北
半
島
縦
貫
道
路
の
整
備
促

進
に
つ
い
て
、
②
海
上
自
衛
隊
大
湊
基
地
港

内
等
の
浚し

ゅ
ん
せ
つ渫
及
び
艦
艇
配
備
に
つ
い
て
の
２

項
目
の
要
望
活
動
を
行
な
い
ま
し
た
。

　

１
月
30
日
は
国
土
交
通
省
東
北
地
方
整

備
局
と
防
衛
省
東
北
防
衛
局
へ
、
31
日
は

国
土
交
通
省
と
防
衛
省
、
青
森
県
選
出
国

会
議
員
へ
要
望
活
動
を
行
な
い
ま
し
た
。

　

国
土
交
通
省
で
は
、
青
森
県
選
出
国
会

議
員
の
江
渡
聡
徳
衆
議
院
議
員
、
津
島
淳

衆
議
院
議
員
と
と
も
に
、
高
橋
克
法
国
土

交
通
大
臣
政
務
官
に
対
し
、
下
北
地
域
住

民
の
長
年
の
強
い
願
い
で
あ
る
下
北
半
島

要
望
活
動
を
行
な
い
ま
し
た
！

縦
貫
道
路
の
整
備
促
進
に
つ
い
て
実
情
を

説
明
し
、
む
つ
市
内
の
未
着
手
区
間
の
早

期
事
業
化
を
強
く
訴
え
ま
し
た
。
続
い
て

訪
れ
た
防
衛
省
で
は
、
山
本
と
も
ひ
ろ
防

衛
副
大
臣
に
対
し
、
海
上
自
衛
隊
大
湊
基

地
港
内
等
の
浚
渫
及
び
艦
艇
配
備
に
つ
い

て
、
そ
の
必
要
性
に
つ
い
て
説
明
し
、
早

期
の
実
現
を
訴
え
ま
し
た
。

　

ま
た
、
平
成
30
年
２
月
８
日
に
は
、
白

井
二
郎
議
長
ほ
か
11
名
の
議
員
が
、
国
立

研
究
開
発
法
人
海
洋
研
究
開
発
機
構
の
平

朝
彦
理
事
長
に
対
し
、
海
洋
地
球
観
測
船

「
み
ら
い
」の
存
続
と
新
た
に
建
造
さ
れ
る

北
極
域
研
究
船
の
母
港
を
む
つ
市
と
す
る

要
望
活
動
を
行
な
い
ま
し
た
。

高橋克法国土交通大臣政務官への要望活動

山本ともひろ防衛副大臣への要望活動

国立研究開発法人海洋研究開発機構への要望活動


